
　
□

本
號
口
繪
『台
北
近
郊
』
は
小
形
ワ
ッ
ト
マ
ン

　

の
四
ツ
切
に
御
座
候

　

　

　

　

　

　

　

　
、

　
　

次
號
原
色
版
は
、
大
下
氏
の
『
大
宮
淺
間
社
の

　
森
』
主並

に
外
國
名
家
の
作

一
點
を
出
す

べ
く
、

　

石
版
畫
は
未
定
に
御
座
候

　
□

前
號
は
例
月
よ
り
も
發
行
相
遅
れ
候
爲

め
、

　
愛
讃
者
諸
君
よ
り
頻

々
の
御
催
促
を
蒙
り
恐
縮

　

致
し
候
。
中
に
は

一
日
發
行
と
誤
解
し
居
ら
れ

　
候

方
も
有
之
候
が
、
製
本
出
來
獲
送
の
手
績
を

　

終
り
し
は
實
に
三
日
夜
十
暗
に
し
て
、
决
し
て

　
定
期

の
日
取
よ
り
延
引
せ
し
に
無
之
候
間
、
あ

　

し
か
ら
ず
御
諒
察
願
上
候
。

　
□

二
月
は
い
つ
も
よ
り
日
數

少
な
き
こと
も
萬

々

　
承
知
、
從

つ
て
原
稿
〆
切
も
早
め
、
校
正
も
疾

　

に
終
り
居

る
も
、
原
色
版
印
刷
遅
れ
、
漸
く
二

　
十
八
日
に
到
り
出
來
せ
し
も
、
製
本
部

べ
廻
し

　

て
數
の
不
足
を
發
見
し
、
更
に
數
枚
を
刷
立
候

　
爲
め
、
か
く
例
月
よ
り
は
遅
刊
に
相
成
申
侯

□『み
づ

ゑ
』
の
原
色
版
は
、
製
版
所
田
中

に
於

　

て
も
珠
に
盡
力
致
居
候
も
、
如
何
に
せ
ん
、
か

　
ゝ

る
美
術
的
製
版
に
熟
達

せ
し
技
師
は
僅
か
に

　

一
人
よ
り
無
之
、
其
上
、
七
月
紀
念
號
の
た
め

製

版

の
數

相
増
し
居

、
　
旁々

手

廻
り
兼

し
結

果

、

に
御
座
候

。
且
他

の
註

文
と
異
な
り

、
本
誌
の

分
は

、
第

一
次

の
製
版

に
て

不
結

果

の
時
は

第

二
、
第

三
と

、
全
然
最

初

よ
り

版
を
更

め

て
精

巧

を
期

し
居
候

、
從

つ
て
原
畫

は
早

く
よ
り
送

り
置
候

に
拘
は

ら
ず

、
長

時
日

を
要
す

る
次
第

に
御
歴
候

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

□
原
色

版

に
於

て
『
み
づ

ゑ
』
の
口
繪

よ
り

も
精

巧

の
も

の
は

、
現

今

の
處

他

に
あ

る
ま
じ

と
は

田
中
製

版
所
の
宣

言

に
し

て
、
ま

た
編

者
の
誇

と
す

る
處

に
御
座
候

□
さ
る
に

て
も
、

月

の

一
日
よ
り

七
日

頃

迄

、

數
十

通

の
督

促
或

は
問
合
状

(
中

に
は

往
復
は

が

き

に
て
、
又
は
後

よ
り

到
着

の
旨

御

通
知

あ

り

し
も

あ
り

)
を

手

に
せ
る
編
者

は

、
諸

君

の

本
誌

に
對

す
る

熱
愛

の
情

の
淺

か
ら

ざ
る
を

、

今
更

な

が
ら
嬉

し
く
感

謝

致
候

□
定
期

刊
行
物

の

発

行
者
が
、

故
な
く

其

期

日
を
遅

ら

せ
る
は
、
天

な

る
罪
悪
な
り

と
は
、

常

に
編

者
の
感
ず

る
處

に
御
座
候
。

そ
は
地
方

に
在

る
人
な
ら
で
は

、
充
分
解

さ
れ

ま
じ
き

が
、

來

る
べ
き

時

に
來

ら
ざ

る
た
め
、
途
中
紛
失

が
、

發
送

の
誤
り

か
、
送
金

の
未

着
か
と

、
種

々
な

る
疑
惑
を
生
じ
可
申
、
又
都
會
在
住

の
人
に
て

も
、
幾
度
も
雑
誌
屋
店
頭
に
通
ひ
、
失
望
し
て

歸
る
の
不
快
を
抱
か
し
む
べ
く
候
。
そ
れ
故
、

本
誌
は
期
日
よ
り
數
日
前

に
發
行
致
し
得
る
や

う
、
常

に
手
配
を
怠
ら
ざ
れ
ど
、
如
何
に
せ
ん

無
責
任
な
る
印
刷
業
者
あ
り

て
、
往

々
發
行
日

間
際
に
至
ら
ざ
れ
ば
註
文
の
品
に
着
手
せ
ざ
る

こ
と
有
之
候
爲
焦
慮
少
な
か
ら
ず
、
既

に
石
版

　
の
如
き
は
、
昨
年
末

よ
り
其
印
刷
所
を
變
へ

漸

く
安

心
致
候
次
第
に
御
座
候

□
本
誌
は
、
過
去
五
年
間
、
嘗

て

一
日
た
り
と

も
其
期
日
よ
り
遅
れ
て
發

行
せ
し
こ
と

無

之

候
。
今
後

と
雖
も
、
不
慮
の
出

來
事
は
別
と
し

　
て
、
决
し
て
遅
刊
等
無
之
候
間
、
左
様
御
承
知

置
下
さ
れ
度
候

　

　

　

　

ー

□
會
友
諸
君
よ
り

の
通
信
、
叉
は
批
評
畫
等

の

郵
便
物
に
、
日
本
水
彩
畫

會
宛
に
相
成
居
候
も

の
有
之
候
が
、
右
は
春
鳥
會
宛
に
願
上
候
　
　
　

□
振
替
貯
金
に
て
御
送
金
の
せ
つ
は
「
彿
込
金

額

の
ほ
か
に
登
記
料
金
貮
銭
を
必
ず
御
添
下
さ

れ
度
候□
宿
所
番
地
宛
名
等

、
文
字
不
明
の
爲
め

一
度



發
送
せ
し
雑
誌
書
状
等
返
り
來
り
し
例
あ
り
、

爾
後
必
ず
明
瞭
に
認
め
ら
れ
度
候

□
御
送
金
の
目
的
を
明
記

せ
ら
れ
ざ
る
た
め
、

往

々
二
重

に
雑
誌
を
發
送
す
る
事
有
之
候
間
、

註
文
に
は
必
ず
何
月
分
或
は
何
號

よ
り
と
明
記

さ
れ
度

、
明
記
な
き
た
め
同

一
の
雑
誌
を
再
び

送
り
し
時
は
、
タ
ト

へ
御
返
却
あ
る
も
誌
代
は

申
受
く
べ
く
候

□
總

て
御
投
稿
御
註
文
の
時
は
、

一
應
會
告
叉

は
註
文
規
定
等
御

一
覽
有
之
度
候

□
七
月
紀
念
號

の
た
め
御
頒

ち
可
致
繪
畫

の
數

は
は
す
で
に
豫
定
に
達
し
申
候
。
こ
れ
に
て
充

分
な
れ
ど
、
紀
念
號
を
し
て
更
に
よ
り
美
し
く

致
度
存
候
ま
ゝ
、

大
下
氏
よ
り
猶
十
數
様
の
繪

畫
を
提
供
致
さ
れ
候
間
、
御
希
望
の
方
は
速
に

御
申
出
有
之
度
候

　
　
　

近
事

△
日
本
水
彩
畫

會

二
月
例
會
は

、

二
十

七
日
午

後

よ
り
開

會
、
出
品

二
百
十

四
點

、
永
地

、
大
下
、

戸
張
、
藤

島
諸
氏

の
批

評
あ
り
、

デ
ツ

サ

ン
の

コ

ン
ク
ー

ル

に
て
は
、

一
二
等
赤
城
泰
舒

氏
、

三
等
相
田
寅
彦
氏
に
し
て
各
賞
品
を
受
く
、
終

つ
て
構
圖
法
に
つ
い
て
戸
張
孤
雁
氏
の
有
益

な

る
講
話
あ
り
、
後
ち
茶
話
會
に
移
り
、
奇
抜
な

る
五
分
間
演
説
等
あ
り
て
薄
暮
散
會
し
た
り
。

△
神
奈
川
縣
程
ヶ

谷
小
學
校
に
て
は
、
三
月

二

十
日
よ
り

二
十

二
日
迄
教
育
展
覽
會
を
開
き
、

同
時
に
日
本
水
彩
畫
會
横
濵
支
部

の
水
彩
展
覽

會
を
催
し
た
り
。

　
　
　
　

紹
　
介
　
　
　
　
　
　
　

、

◎
婦

女
界
　
(
神
田
表
神
保
町
同
文
館
)

現
今
の
婦
人
雑
誌
の
多
く
が
、
営
利
的

に
て
少

し
も
教
育
上
修
養
上
に
省
る
處
な
き
を
概
し
、

純
潔
に
し
て
有
益

な
る
、
眞
に
婦
人
の
伴
侶
た

り
教
師
た
る
べ
く
、
此
誌
の
發
行
を
企

た
り
と

は、
編
者
の
い
ふ
處
、
挿
繪
多
く
、内
容
豊
富
、

記
事
ま
た
何
れ
も
健
全
な
る
は
喜
ぶ

べ
し

(
毎

　
月

一
日
發
行

一
册
十
五
銭
)

◎
黄
薇
青
年

(月

一
回

一
部
五
銭
會
員
一
ヶ

年

六
十
銭
岡
山
市
廣
瀬
町
黄
薇
青
年
社
發
行
)

◎
精
神
治
療
新
報

(
年
四
回

一
部
金
十
銭
東
京

芝
區

愛
宕
町
精
神

研
究
會
發

行
)

　
　
　
　
■

　

　
■

　

　
■

□
禾

誌
前
號
(六
十
)は
十
五
日
頃
品
切
に
相
成

候
、

一
度
品
切
の
上
は
容
易
に
手
に
入
り
申
さ

ず
候
間
、
前
金
御
拂
込
は
お
忘
れ
な
く
願
上
候

□
大
下
氏
筆
『水
彩
風
景
畫
帖
』
第

一
は
、
發
行

當
時
間
も
な
く
費
切
相
成
居
候
露
、
今
に
御
要

求
の
方

々
有
之
候
問
、
取
置

の
分
數
十
組

(
一

組
二
枚
、
袋
な
し
)
此
際
送
料
共
金
參
拾
銭
に

て
御
需
に
應
ず
べ
く
候
、
石
版
印
刷
は
泰
錦
堂

の
手
に
な
り
、
精
巧
は
他
に
比
な
く
、
著
者
に

於

て
も
満
足
致
居
候
も
の
に
て
、
再
版
は
到
底

不
可
能
に
つ
き
、
品
切
に
相
成
ら
ぬ
う
ち
御
注

文
有
之
度
候

□
大
下
氏
著

『
水
彩
畫
階
梯
』
初
版
美
装
の
も

の
、
極
め
て
僅
か
の
部
數

を
剰
し
居
候
、
特
價

送
料
共
金
參
拾
四
銭

(
表
紙
の
銀
色
に
錆
あ
る

も
の
)
に
て
本
會
御
取
次
可
申
上
候

□『最
新
水
彩
畫
法
』
上
製
送
料
共
金
壹
圓

八
銭

並
製
全
七
十

三
銭
に
て
本
會
御
取
次
可
致
候

□
會
友
諸
君
の
う
ち
に
て
、
文
房
堂
割
引
券
御

入
用
の
方
は
、
返
信
料
を
添
へ

て
御
申
出
あ
り

た
く
候


